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2025年産米の生産費
　統計データから

農林水産省は 2025 年産米の生産費を公表した。集計個別経

営体（727）についてのデータを抜粋して表 -1 に示した。全

体の平均では，10a 当たりの資本利子・地代全額算入生産費（全

算入生産費）は 132,112 円で前年産に比べて 0.6％減少したが，

2015 年産（133,294 円），2023 年産（132,864 円）に次ぐ

高水準となっている。

その内訳をみると，物財費は前年比 0.7％増の 83,079 円で，

このうち農機具費は 5.7％増の 26,223 円，賃借料・料金は 2.5％

増の 11,897 円，肥料費は 12.6％減の 10,977 円，農業薬剤費

は 4.5％増の 8,412 円となり，肥料費は下がったものの，他の

費用が上昇した。また，労働比は 0.6％増の 34,665 円だった。

基本計画では 2030 年に米の生産コストを全体で 60kg 当

たり 13,000 円の目標を掲げているが，2025 年産米では，

15,814 円となっている。

作付規模別の全算入生産費は，1 ～ 3ha 層では 17,781 円，

3 ～ 5ha 層 15,196 円，5 ～ 10ha 層 13,749 円，10 ～ 15ha

層 12,188 円，15 ～ 20ha 層 10,988 円 と，20ha 層 ま で は

規模が拡大するに従って生産コストが低下している。しかし，

20 ～ 30ha 層では 11,027 円，30 ～ 50ha 層は 11,137 円と

逆にコストが上昇している。農地の集約化ができていないこと

などが要因と考えられる。

基本計画では 15ha 以上の経営体の 60kg 当たり生産コスト

を，2030 年に 9,500 円とする目標を掲げているが，24 年産

の生産費調査で 1 万円を下回るのは 50ha 以上層の 9,978 円

だった。

一方，個別経営以外の組織法人経営体の 10 ａ当たりの全算

入生産費は 97,057 円，60kg 当たりは 12,090 円となっている。

　（K.O）

平均 0.5ha未満 0.5〜1ha 1〜3ha 3〜5ha 5〜10ha 10〜15ha 15〜20ha 20〜30ha 30〜50ha 50ha以上
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表ー1 令和6年産⽶の個別経営体における作付規模別の⽣産費
区  分

全算⼊⽣産費※（円/60kg）
注）※資本利⼦・地代全額算⼊⽣産費

全算⼊⽣産費※（円/10a）

集計経営体数
農業就業者（⼈）

 10ａ当たり収量（kg）
10ａ当たり労働時間（時間）

費 ⽤

う
ち

表 -1　2025年産⽶の個別経営体における作付規模別の⽣産費

塩谷：ジベレリンを利用した「シャインマスカット」の省力栽培技術　7

山梨県果樹試験場　栽培部

塩谷　諭史

はじめに

｢シャインマスカット｣ は，消費者か
らの人気が高く需要量も多いため，高単
価での取引が続いている。そのため，全
国的に栽培面積は急増しており，山梨県
においても生産量が大きく増加している。
山梨県における品種別の販売重量では，
「巨峰」や「ピオーネ」を上回り第 1
位であり，令和 7年ではブドウ出荷量の
60％，販売額の66％を占めている。
一方，担い手不足や高齢化により，

ブドウ全体の生産面積は減少傾向にあ
る。とくに生食ブドウ栽培では，剪定や
摘粒といった品質や収量に大きく影響す
る栽培管理作業において，熟練した技
能を必要とするため，新規就農者が参
入する際の障壁となっている。
また，生食ブドウの年間作業時間は
351 時間であり，その 46％にあたる
162 時間が 6月の 1ヶ月間に集中して
いる。なかでも，花穂整形やジベレリン
（以下，GA）処理，摘粒といった果房
管理作業に多くの時間がかかっている。
さらに，経営体における品種構成が単
純となり，「シャインマスカット」の比率
が高まるにつれて，作業適期が重なり作
業の遅れに繋がっている。
このような背景から，山梨県果樹試験
場では，「シャインマスカット」の上部支
梗栽培において，GAによる果房伸長促
進効果を利用した省力技術や，第 1回
目GA処理の一斉化技術を開発した。

１．上部支梗を利用した栽培

一般的なブドウ栽培における花穂整
形は，主穂先端を残し，その他の支梗
を除去する。しかし，余分な支梗を一つ
ずつハサミで切除するため，作業に時間
がかかる。
花穂整形における省力技術として，「巨
峰」や「ピオーネ」などで，主穂先端
を使用せずに副穂（岐肩）を使用する
方法や花穂上部にある支梗を使用する
方法がある（図 -1）。この方法は，花穂
上部にある副穂や支梗を使用するため，
ハサミを使用する回数が大幅に削減でき
る。しかし，軸長が短く新梢と果房の距
離が近くなるため，GA処理や袋かけな
どの果房管理作業がやりにくくなるという
デメリットがある。
生産面積が拡大する中，「シャイン

マスカット」においても，省力化のため
上部支梗を利用した栽培の需要は大き

い。そこで，山梨県果樹試験場では，
「シャインマスカット」での上部支梗を
利用した省力栽培技術について検討し
た。なお慣行栽培では，先端 4㎝を残
す花穂整形を基本としているが，上部支
梗を利用する場合は，上から2，3番目
にある長さ4～ 4.5㎝程度の支梗を利
用した（図 -2）。

２．花穂伸長処理による
省力化（試験１）

果房伸長促進を目的とした処理は，
展葉 3 ～ 5 枚時にGA3 ～ 5ppmを，
花房に散布（30 ～ 100L/10a）する。
処理には蓄圧式の肩掛け散布機を利用
し，長梢剪定樹で10ａあたり6時間，
短梢剪定樹で 10ａあたり3 時間程度
かかる。しかし，処理時期が新梢の誘
引前になるため，ブドウ専作農家として
は比較的時間に余裕がある時期であり，
作業の負担は少ない。

ジベレリンを利用した
「シャインマスカット」
の省力栽培技術

図 -1　ブドウの花穂と各部位の名称
葡萄の郷から （社）山梨県果樹園芸会 P52
抜粋

図-2 上部支梗を利用した花穂整形
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図-1 ブドウの花穂と各部位の名称
葡萄の郷から （社）山梨県果樹園芸会P52抜粋

図 -2　上部支梗を利用した花穂整形
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巨峰系四倍体品種の無核栽培におい
て，展葉 5枚時にGA5ppmで処理す
ると，花穂整形時には花穂の長さは1.2
～ 1.5 倍となり，摘粒時には着粒数，
着粒密度が小さくなるため，摘粒時間を
削減できる。
一方，「シャインマスカット」では花穂

が伸びすぎるため，主穂先端部では着
粒密度が過剰に小さくなり，必要粒数を
確保出来ない場合がある。
そこで本試験では，GA3ppm，5ppm，
0ppm（無処理）の3水準の花穂伸長
処理により，上部支梗を利用した栽培
方法でのデメリットである果房管理のし
にくさが改善できるか，またさらなる省
力化が図れるか検討した。

２-１．花穂長および支梗長に及ぼす
影響

花穂整形時に平均的な花穂を各 10
花穂採取し，花穂長と第 1～ 6支梗の
長さを計測した。
3ppmと5ppmのいずれの濃度にお

いても，長梢剪定と短梢剪定の両方で，
花穂長（穂軸を含めた花穂の長さ）が
長くなった（表 -1）。年次によって伸長
率に差はあるが，花穂伸長処理を行うこ
とで，いずれの支梗長も長くなった。

花穂整形時に残す花穂の長さ（4cm）
が確保できる支梗は，無処理区で第 2
支梗，花穂伸長区で第 3～ 5支梗とな
り，花穂伸長処理の有無により，位置
が異なった（図 -3）。

２-２．花穂整形時間に及ぼす影響

花穂整形時間は，1人あたり10花穂
の花穂整形に要する時間を，のべ8人
分計測した。またそれぞれの値について，
10aあたり花穂数を長梢剪定栽培では
5,000 花穂，短梢剪定栽培では4,500
花穂とし，作業時間を算出した。
上部支梗の利用により，長梢剪定栽
培と短梢剪定栽培の両方で作業時間が
削減された。花穂整形時間は，長梢剪
定で 7.3 ～ 8.1 時間 /10a，短梢剪定
で4.7 ～ 5.0 時間 /10aとなり，どちら

も主穂先端使用と比較し，作業時間が
64～ 72％削減された（表 -2）。
一方，いずれの試験樹においても，
花穂伸長処理の有無による作業時間の
違いは見られなかった。これは，上部
支梗の利用では長さにかかわらず第 1
～ 4 支梗を残すため，ハサミを使用す
る回数に差がないためと考えられた。

２-３．着粒に及ぼす影響

着粒調査は，摘粒時に平均的な果
房を各 10 果房採取し，全軸長と軸長，
ショットベリーを除いた果粒数を計測し，
着粒密度を算出した。
長梢剪定と短梢剪定のどちらにお
いても，上部支梗を使用することで，
摘粒時の果房の全軸長は主穂先端使
用よりも有意に短くなった。また，

図 -3　花穂整形前後の花穂外観
（左：花穂整形前，右：4cm程度に花穂整形後）

表 -1　花穂伸長処理が支梗長に及ぼす影響（2015～ 2016）z

←　タイトル上付あり

第1支梗 第2支梗 第3支梗 第4支梗 第5支梗 第6支梗

（cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

3ppm 38.6 9.4 7.1 4.4 3.7 3.1 2.6

5ppm 37.0 10.7 6.0 4.8 3.7 3.3 2.6

無処理 32.0 8.5 5.1 3.9 3.3 2.5 2.0

3ppm 41.3 13.3 7.8 6.9 5.7 4.3 3.0

5ppm 44.6 13.4 8.6 6.6 5.6 3.8 3.2

無処理 31.9 7.8 4.7 4.3 3.1 2.5 2.0

3ppm 36.4 9.1 5.4 3.7 3.1 2.8 2.1

5ppm 38.0 11.2 6.9 5.6 4.6 3.4 2.5

無処理 28.6 6.1 4.2 3.4 3.0 2.4 2.0

3ppm 37.3 6.6 4.6 3.6 3.5 2.5 2.1

5ppm 44.5 12.9 9.7 7.0 5.0 3.9 3.0

無処理 30.0 6.9 5.1 3.5 2.8 2.3 1.8
z)
長梢剪定樹：テレキ5BB，2015（17年生）～2016年（18年生）,短梢剪定樹：2015年（101-14，9年生），2016年（テレキ5BB，10年生）

短梢剪定
 (5/26)

2015

2016

供試樹
（調査日）

長梢剪定
 (5/22)

短梢剪定
(5/28)

長梢剪定
 (5/20)

表-1　花穂伸長処理が支梗長に及ぼす影響（2015～2016）
z

年次 処理区
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（左：花穂整形前，右：4cm程度に花穂整形後）
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も主穂先端使用と比較し，作業時間が
64～ 72％削減された（表 -2）。
一方，いずれの試験樹においても，
花穂伸長処理の有無による作業時間の
違いは見られなかった。これは，上部
支梗の利用では長さにかかわらず第 1
～ 4 支梗を残すため，ハサミを使用す
る回数に差がないためと考えられた。

２-３．着粒に及ぼす影響

着粒調査は，摘粒時に平均的な果
房を各 10 果房採取し，全軸長と軸長，
ショットベリーを除いた果粒数を計測し，
着粒密度を算出した。
長梢剪定と短梢剪定のどちらにお
いても，上部支梗を使用することで，
摘粒時の果房の全軸長は主穂先端使
用よりも有意に短くなった。また，

図 -3　花穂整形前後の花穂外観
（左：花穂整形前，右：4cm程度に花穂整形後）

表 -1　花穂伸長処理が支梗長に及ぼす影響（2015～ 2016）z

←　タイトル上付あり

第1支梗 第2支梗 第3支梗 第4支梗 第5支梗 第6支梗

（cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

3ppm 38.6 9.4 7.1 4.4 3.7 3.1 2.6

5ppm 37.0 10.7 6.0 4.8 3.7 3.3 2.6

無処理 32.0 8.5 5.1 3.9 3.3 2.5 2.0

3ppm 41.3 13.3 7.8 6.9 5.7 4.3 3.0

5ppm 44.6 13.4 8.6 6.6 5.6 3.8 3.2

無処理 31.9 7.8 4.7 4.3 3.1 2.5 2.0

3ppm 36.4 9.1 5.4 3.7 3.1 2.8 2.1

5ppm 38.0 11.2 6.9 5.6 4.6 3.4 2.5
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3ppm 37.3 6.6 4.6 3.6 3.5 2.5 2.1

5ppm 44.5 12.9 9.7 7.0 5.0 3.9 3.0

無処理 30.0 6.9 5.1 3.5 2.8 2.3 1.8
z)
長梢剪定樹：テレキ5BB，2015（17年生）～2016年（18年生）,短梢剪定樹：2015年（101-14，9年生），2016年（テレキ5BB，10年生）

短梢剪定
 (5/26)

2015

2016

供試樹
（調査日）

長梢剪定
 (5/22)

短梢剪定
(5/28)

長梢剪定
 (5/20)

表-1　花穂伸長処理が支梗長に及ぼす影響（2015～2016）
z

年次 処理区
全軸長

支梗長

図-3 花穂整形前後の花穂外観
（左：花穂整形前，右：4cm程度に花穂整形後）

花穂伸長
無処理

花穂伸長
3ppm

花穂伸長
5ppm

主穂先端
（慣行）

花穂伸長
0ppm

花穂伸長
3ppm

花穂伸長
5ppm

上部支梗

塩谷：ジベレリンを利用した「シャインマスカット」の省力栽培技術　9

主軸長（果粒が付いている部分の長
さ）は，摘粒時に 7～ 8cmに調整す
るためいずれの試験区もその範囲内
となった。
果粒数は，長梢剪定と短梢剪定のい

ずれにおいても，上部支梗使用で主穂
先端使用よりも有意に少なくなり，着粒
密度も4.6 ～ 5.6 粒 /cmと主穂先端使
用の8.0 ～ 8.2 粒 /cmよりも有意に低
くなった（表 -3）。
花穂伸長処理により，若干密度が低
下する傾向は見られたが，濃度の違い
による差は判然としなかった。

２-４．摘粒時間に及ぼす影響

第 1回目GA処理の4～ 5日後に房

長をおおむね 6cmに調整し，第 2 回
目GA 処理後に，着房数を3,000 房
/10aを目安に摘房した。その後，着粒
密度が 4～ 5粒 /cmになるように摘粒
を行った。
摘粒の作業時間は，1人あたり10果
房について摘粒に要する時間をのべ6
人分計測した。また摘粒を必要としない
果房の割合を算出し，10aあたりの果
房数を3,000 房として，摘粒に要する
作業時間を10a 換算した。
上部支梗使用により，長梢剪定と短梢
剪定のどちらにおいても，摘粒が不要とな
る果房の割合が増えた。また，花穂伸長
処理を行うことでさらに無摘粒果房の割
合が増え，36～ 45％となった（表 -4）。

摘粒の作業時間は，上部支梗使用に
より長梢剪定は19.8 時間 /10a，短梢
剪定は16.6 時間 /10aとなり，いずれ
も主穂先端使用（慣行）と比較して45
～ 64％削減された。
花穂伸長処理により作業時間はさら

に削減され，長梢剪定では8.0 ～ 8.5
時間 /10aと76 ～ 78％削減され，短
梢剪定では7.1 ～ 8.2 時間 /10aと82
～ 85％削減された。
一方で，処理濃度の違いによる差は
判然としなかった。

２-５．果実品質に及ぼす影響

無核化促進を目的として，開花前にス
トレプトマイシン200ppmを散布処理し

表 -2　上部支梗利用と花穂伸長処理が花穂整形時間に及ぼす影響（2015～ 2016）z

←　タイトル

作業時間 削減率

花穂利用部位 花穂伸長 （時間/10a） （％）

3ppm 7.9 65

5ppm 8.1 64

無処理 7.3 67

主穂先端 無処理 22.4 －

3ppm 5.0 70

5ppm 4.7 72

無処理 5.0 70

主穂先端 無処理 16.6 －
z)長梢剪定樹：2015（17年生）～2016年（18年生）,短梢剪定樹：2016年（10年生）

　長梢剪定樹は5,000房/10a，短梢剪定樹は4,500房/10aとして作業時間を換算した

短梢剪定
上部支梗

表-2 上部支梗利用と花穂伸長処理が花穂整形時間に及ぼす影響（2015～2016）
z

供試樹
処理区

長梢剪定
上部支梗

表 -3　上部支梗利用および花穂伸長処理が着粒に及ぼす影響（2016）z

←　タイトル

花穂利用部位 花穂伸長

3ppm 23.6 bx 7.1 b 37.6 b 5.3 bc

5ppm 24.4 b 7.3 a 34.0 b 4.7 c

無処理 22.2 b 7.1 b 39.7 b 5.6 b

主穂先端 無処理 37.0 a 7.8 a 62.5 a 8.0 a

** ** ** **

3ppm 21.7 b 7.6 36.6 b 4.8 b

5ppm 22.7 b 7.5 34.8 b 4.6 b

無処理 20.2 b 7.6 42.6 b 5.6 b

主穂先端 無処理 34.7 a 7.9 64.9 a 8.2 a

** n.s. ** **
z)長梢剪定樹：18年生,短梢剪定樹：10年生
y)一元配置分散分析により，，*は5％，**は1％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし
x)Tukey-Kramerの多重検定により，異符号間に5％水準で有意差あり

有意性

（粒/cm）

長梢剪定
上部支梗

有意性y

短梢剪定
上部支梗

表-3　上部支梗利用および花穂伸長処理が着粒に及ぼす影響（2016）z

供試樹
処理区 全軸長 主軸長 果粒数 着粒密度

（cm） （cm） （個/花穂）
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た。GA処理は，満開時にホルクロルフェ
ニュロン（以下 CPPU）5ppmを加用
したGA25ppmを，満開 10 ～ 15日
後にGA25ppmを花（果）房浸漬した。
果実調査は，成熟期に各試験区から
10果房ずつ抽出し実施した。果粒重は，
各果房から中庸な10 粒を抽出し，重
量を計測して平均値を求めた。糖度は，
果粒重を計測した10粒を搾汁し，デジ
タル式糖度計（アタゴ，PR-101α）に
よりﾟ Brix 値を求めた。酸含量は，搾
汁液を0.05N 水酸化ナトリウムで中和
滴定し，酒石酸に換算した。果皮色
は，シャインマスカット専用カラーチャー
ト（山梨県総合理工学研究機構）を用
いて評価した。
主穂先端の使用（慣行）よりも長梢
剪定で1.4 ～ 1.6g, 短梢剪定で0.5 ～

1.3g 果粒が小さくなり，果房重も小さく
なった（表 -5，図 -4）。一方，糖度や
酸含量，果皮色において差は認められ
ず，主穂先端と同等の果実品質が確保

された。
上部支梗の使用により，収穫果房の
階級は，3L（550g 以上 650g 未満）
の割合が少なくなり，2L（450g 以上

表 -4　上部支梗利用と花穂伸長処理が摘粒時間に及ぼす影響（2015～ 2016）z
←　タイトル

無摘粒果房率 作業時間
y 削減率

花穂利用部位 花穂伸長 （％） （時間/10a） （％）

3ppm 36 8.5 76

5ppm 45 8.0 78

無処理 5 19.8 45

主穂先端 無処理 0 35.8 -

3ppm 38 8.2 82

5ppm 40 7.1 85

無処理 21 16.6 64

主穂先端 無処理 0 45.7 -
z)

y)

長梢剪定樹：2015（17年生）～2016年（18年生）,短梢剪定樹：2016年（10年生） 

3,000房/10aとし換算した

短梢剪定
上部支梗

表-4 　上部支梗利用と花穂伸長処理が摘粒時間に及ぼす影響（2015～2016）
z

供試樹
処理区

長梢剪定
上部支梗

表 -5　上部支梗利用と花穂伸長処理が果実品質におよぼす影響 (長梢剪定，2015～ 2016)z
←　タイトル上付あり

花穂整形部位 花穂伸長 3L 2L L

3ppm 561 b
w 33.6 16.6 b 17.9 0.23 ab 3.3 50 48 2

5ppm 547 b 34.0 16.5 b 17.5 0.23 b 3.2 44 50 6

無処理 551 b 34.0 16.4 b 17.8 0.23 ab 3.3 56 42 2

主穂先端 無処理 629 a 35.1 18.0 a 17.7 0.24 ab 3.1 82 18 0

処理

年次

処理×年次
z)

y)

x)

w)

テレキ5BB，2015（17年生）～2016年（18年生），階級は2016年のみ

階級は山梨県青果物標準出荷規格に準じる　3L：550以上～650g未満，2L：450以上～550g未満，L：350～450g未満

処理と年次の二元配置分散分析により，*は5％，**は1％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし

Tukey-Kramerの多重検定により，異符号間に5％水準で有意差あり

-n.s.**

n.s. n.s.

* n.s.

*

上部支梗

有意性
x

** n.s.

** **

** n.s.

n.s. n.s. *

n.s. **

(C.C.)

表-5　上部支梗利用と花穂伸長処理が果実品質におよぼす影響(長梢剪定，2015～2016)
ｚ

処理区 果房重 着粒数 果粒重 糖度 酸含量 果皮色 階級
ｙ
(%)

(g) (粒/房) (g) (
ﾟ
Brix) (g/100ml)

図-4 収穫果房の外観（2016）

主穂先端（慣行）

上部支梗

花穂伸長無処理 花穂伸長3ppm 花穂伸長5ppm

図 -4　収穫果房の外観（2016）
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た。GA処理は，満開時にホルクロルフェ
ニュロン（以下 CPPU）5ppmを加用
したGA25ppmを，満開 10 ～ 15日
後にGA25ppmを花（果）房浸漬した。
果実調査は，成熟期に各試験区から
10果房ずつ抽出し実施した。果粒重は，
各果房から中庸な10 粒を抽出し，重
量を計測して平均値を求めた。糖度は，
果粒重を計測した10粒を搾汁し，デジ
タル式糖度計（アタゴ，PR-101α）に
よりﾟ Brix 値を求めた。酸含量は，搾
汁液を0.05N 水酸化ナトリウムで中和
滴定し，酒石酸に換算した。果皮色
は，シャインマスカット専用カラーチャー
ト（山梨県総合理工学研究機構）を用
いて評価した。
主穂先端の使用（慣行）よりも長梢
剪定で1.4 ～ 1.6g, 短梢剪定で0.5 ～

1.3g 果粒が小さくなり，果房重も小さく
なった（表 -5，図 -4）。一方，糖度や
酸含量，果皮色において差は認められ
ず，主穂先端と同等の果実品質が確保

された。
上部支梗の使用により，収穫果房の
階級は，3L（550g 以上 650g 未満）
の割合が少なくなり，2L（450g 以上

表 -4　上部支梗利用と花穂伸長処理が摘粒時間に及ぼす影響（2015～ 2016）z
←　タイトル

無摘粒果房率 作業時間
y 削減率

花穂利用部位 花穂伸長 （％） （時間/10a） （％）

3ppm 36 8.5 76

5ppm 45 8.0 78

無処理 5 19.8 45

主穂先端 無処理 0 35.8 -

3ppm 38 8.2 82

5ppm 40 7.1 85

無処理 21 16.6 64

主穂先端 無処理 0 45.7 -
z)

y)

長梢剪定樹：2015（17年生）～2016年（18年生）,短梢剪定樹：2016年（10年生） 

3,000房/10aとし換算した

短梢剪定
上部支梗

表-4 　上部支梗利用と花穂伸長処理が摘粒時間に及ぼす影響（2015～2016）
z

供試樹
処理区

長梢剪定
上部支梗

表 -5　上部支梗利用と花穂伸長処理が果実品質におよぼす影響 (長梢剪定，2015～ 2016)z
←　タイトル上付あり

花穂整形部位 花穂伸長 3L 2L L

3ppm 561 b
w 33.6 16.6 b 17.9 0.23 ab 3.3 50 48 2

5ppm 547 b 34.0 16.5 b 17.5 0.23 b 3.2 44 50 6

無処理 551 b 34.0 16.4 b 17.8 0.23 ab 3.3 56 42 2

主穂先端 無処理 629 a 35.1 18.0 a 17.7 0.24 ab 3.1 82 18 0

処理

年次

処理×年次
z)

y)

x)

w)

テレキ5BB，2015（17年生）～2016年（18年生），階級は2016年のみ

階級は山梨県青果物標準出荷規格に準じる　3L：550以上～650g未満，2L：450以上～550g未満，L：350～450g未満

処理と年次の二元配置分散分析により，*は5％，**は1％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし

Tukey-Kramerの多重検定により，異符号間に5％水準で有意差あり

-n.s.**

n.s. n.s.

* n.s.

*

上部支梗

有意性
x

** n.s.

** **

** n.s.

n.s. n.s. *

n.s. **

(C.C.)

表-5　上部支梗利用と花穂伸長処理が果実品質におよぼす影響(長梢剪定，2015～2016)
ｚ

処理区 果房重 着粒数 果粒重 糖度 酸含量 果皮色 階級
ｙ
(%)

(g) (粒/房) (g) (
ﾟ
Brix) (g/100ml)

図-4 収穫果房の外観（2016）

主穂先端（慣行）

上部支梗

花穂伸長無処理 花穂伸長3ppm 花穂伸長5ppm

図 -4　収穫果房の外観（2016）
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550g未満）やL（350g以上450g未満）
の割合が多くなった。
長梢剪定では主穂先端使用（慣行）

は3Lが 82％であり，2Lは 18％で 3L
の割合が多かった。一方，上部支梗使
用では，3L が 44 ～ 56％，2L が 42
～ 50％で，2Lの割合が多くなった。
短梢剪定では，主穂先端使用（慣行）

は3Lが 100％だったが，上部支梗使
用では，2L 以下の割合が多くなり，L
が 40～ 82％であった。
いずれの試験樹でも，花穂伸長処理
の有無と濃度の違いによる差は判然とし
なかった。

３．第 1 回目 GA 処理の
一斉化（試験２）

通常の第 1回目ジベレリン処理は，開
花状況を確認し満開となった花穂毎に処

理するため，同一圃場を2～ 3回に分
けて実施する必要がある。また，雨天な
どにより処理が遅れると，有核果の混入
や花ぶるいを引き起こす可能性がある。
ブドウの花穂は上部から咲き始めるた
め，上部支梗は主枝先端よりも花が揃
いやすい。そのため，上部支梗を利用し
た栽培方法において，第 1回目GA処
理を一斉に処理できる時期を検討した。

３- １．着粒および摘粒不要果房
割合に及ぼす影響

二つの支梗のすべての花蕾が咲ききっ
た状態を満開（図 -5）とし，試験区内
で満開を迎えた花穂の割合が，25％，
50％，75％，100％の4水準を目安に，
一斉に第 1回目GA処理を行った。
第 1回目GA処理は二つとも浸漬し，
4～ 5日後に房長を6㎝に整形するとと
もに，形の良い方を一つ残し，残りを切

除した。この時，着粒数やショットベリー
数，花ぶるいなどを調査した。
すべての花蕾が咲ききった花穂の割合

（満開花穂率）が 22 ～ 30％の時に，
第 1 回目GA 処理を一斉処理すると，
ショットベリーが多くなり，摘粒時に除
去する手間が増えた。花ぶるいは比較
的少なくなった（表 -6）。
満開花穂率が 50～ 80％では，一部
花ぶるいが認められるが，適度に着粒
し，ショットベリーが少なくなった。また，
摘粒不要果房の割合がやや多くなった。
満開花穂率が 100％となると，ショッ

トベリーは減少するが，花ぶるいが多発
し，粗着な果房が増加した。

３-２．果実品質および階級比率に
及ぼす影響

収穫時に，果実品質および階級比率
について調査した。果実調査の方法は

開花前 開花始め 満開

〈〈満満開開ととはは〉〉すすべべててのの花花蕾蕾がが咲咲ききききっったた状状態態（（キキャャッッププががととれれたた状状態態））
満満開開ととななっったた花花穂穂がが，，樹樹全全体体のの5500～～8800％％ととななっったた時時ににすすべべててのの花花穂穂にに第第11回回目目GGAA処処理理をを一一斉斉にに処処理理すするる。。

図-5 満開花穂の判断と一斉処理のイメージ

図 -5　満開花穂の判断と一斉処理のイメージ

表 -6　第 1回目GA処理の一斉処理が着粒および花ぶるい、摘粒不要果房割合に及ぼす影響（2022～ 2023)z ←　タイトル上付あ

着粒数 着粒密度

(粒/房) (粒/cm)

22 33.0 13.3 3.8 9 －

54 43.5 2.7 5.3 4 －

80 42.6 0.2 5.3 28 －

100 34.2 0.9 4.3 54 －

30 39.9 12.3 5.0 － 20

50 48.4 8.4 5.7 － 19

75 45.1 2.0 5.3 － 38

100 28.0 0.0 3.2 － 78
z)
長梢剪定樹（サイドレス，テレキ5BB台，24～25年生），房長調整時に平均的な花穂を各10花穂ずつ調査

y)
試験区内のすべての花蕾が咲ききった花穂の割合（全花穂調査）

x)房長調整時に花ぶるいの有無を調査（全花穂調査）
w)
収穫時に摘粒の有無を調査（全果房調査）※2022年は無摘粒，2023年は摘粒を実施した

2022

2023

表-6　第1回目GA処理の一斉処理が着粒および花ぶるい，摘粒不要果房割合に及ぼす影響（2022～2023）z

年次
満開花穂率y

ｼｮｯﾄﾍﾞﾘｰ 花ぶるい率x 摘粒不要

果房割合(%)w(%) (粒/房) (%)
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試験１と同様とした。階級比率は，試験
区内全ての果房の重さを測定した。
満開花穂率が 22～ 30％の時に，第
1回目GA処理を一斉処理すると，果
房重がやや小さくなり，収穫果実の階級
は，Ｌの割合が多くなった。糖度や酸含
量などの果実品質は，他の試験区と差
は見られなかった（表 -7）。
満開花穂率が 50～ 80％では，収穫
果実の階級は，他の試験区よりも２Ｌや
３Ｌ以上の割合が多くなった。糖度や酸
含量などの果実品質は，他の試験区と
差は見られなかった。
満開花穂率が 100％となると，果房
重も小さくなり，収穫果房の階級比率は，
ＬやＬ未満の割合が多かった。

４．実際の作業の流れ

４-１．花穂伸長

展葉 5枚時に，その時点で確認でき
る花穂すべてにジベレリンを散布する。
散布濃度については，圃場や気象の条
件により，5ppmでは花穂が伸びすぎて
しまう場合もあるため，3ppmを基本と
する。
花穂伸長処理をスピードスプレヤーや

動力噴霧器などで棚面全体に行うと，翌
年に不発芽や着穂不良が発生する恐れ
があるため，ハンドスプレーや蓄圧式の
肩掛け散布機により花穂を中心に散布
し，新梢には飛散しないように注意する。

４-２．花穂整形

圃場内で開花が確認出来たら，4～
4.5㎝程度の支梗を残し花穂整形する。
上部支梗を利用する場合，より良い形状
の果房を選択できるようにするため，花
穂整形時に二つの支梗を残す。
残した支梗は，第 1回目のジベレリン
処理時に，形状の悪い支梗や上向きの
支梗を切除する。二つ残しておくと，ジ
ベレリン処理がやりにくい上，着果過多
となり，樹の衰弱につながるため，遅く
とも摘粒時には花穂を整理する。

４-３．第 1回目ジベレリン処理

すべての花蕾が咲ききった花穂の割合
（満開花穂率）が 50 ～ 80％となった
とき，すべての花穂に第 1回目ジベレリ
ン処理を行う。圃場を巡回し開花状況
を確認しながらGA処理する手間もなく，
第 1回目GA処理が一日で終わるため，
作業時間は大きく削減される。また，摘
粒不要果房も増えるため，繁忙期の作

業軽減が可能となる。

４-４．摘粒

上部支梗利用では，主穂先端を利用
した場合と比べて，着粒数が少ないた
め，上向きや下向き，内向きなどの粒を
数粒切除するだけで，目標粒数（山梨
県では30 ～ 35 粒）となる。粒数が不
足する場合は，多少向きが悪くてもすべ
ての粒を活用する。
花穂伸長を行った場合は，3割程度

が無摘粒で済む上，着粒数が少ないた
め，内向きの粒を抜く程度の軽い摘粒と
する。

５．導入における注意点

短梢剪定では，長梢剪定よりも花穂
が小さくなるため，支梗の長さが足りな
い場合もあるため，短梢剪定への導入
は慎重に行う。
上部支梗を利用した場合，果粒が若
干小さくなるため，基本的には露地栽培
の成木での技術となる。若木やハウス栽
培では，果粒重不足による商品性低下
の可能性があるため，前年までの玉張り
を考慮して慎重に判断する。
粒数が不足する果房も一部認められ

表 -7　第 1回目GA処理の一斉処理が果実品質および階級比率に及ぼす影響（2022～ 2023）z
←　タイトル

果房重 着粒数 果粒重 糖度

(g) (粒/房) (g) (ﾟBrix) L未満 L 2L 3L以上

22 531 38.8 15.4 17.4 4 34 30 32

54 580 36.8 15.9 17.4 1 11 35 53

80 571 39.5 15.2 17.1 8 19 40 34

100 532 37.5 15.4 17.6 8 15 35 43

30 477 34.4 14.2 20.6 9 37 44 11

50 558 35.1 15.9 18.8 4 12 46 38

75 505 35.4 14.4 18.4 13 26 42 19

100 387 31.1 12.7 18.3 34 50 16 0
z)
調査樹は表1と同じ　　調査日：2022（9/5），2023（8/30）　　各10果房

　GA処理：第1回目処理はGA25ppm+CPPU5ppm，第2回目処理は第1回目処理の10～15日後にGA25ppmで実施した

　2022年は無摘粒，2023年は摘粒を実施した
y)
試験区内ですべての花蕾が咲ききった花穂の割合（全花穂調査）

x)
L未満；350g未満，L；350～449g，2L；450～549g，3L；551g以上

2023

表-7　第1回目GA処理の一斉処理が果実品質および階級比率に及ぼす影響（2022～2023）
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年次
満開花穂率

y 階級（%）
x

(%)

2022
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試験１と同様とした。階級比率は，試験
区内全ての果房の重さを測定した。
満開花穂率が 22～ 30％の時に，第
1回目GA処理を一斉処理すると，果
房重がやや小さくなり，収穫果実の階級
は，Ｌの割合が多くなった。糖度や酸含
量などの果実品質は，他の試験区と差
は見られなかった（表 -7）。
満開花穂率が 50～ 80％では，収穫
果実の階級は，他の試験区よりも２Ｌや
３Ｌ以上の割合が多くなった。糖度や酸
含量などの果実品質は，他の試験区と
差は見られなかった。
満開花穂率が 100％となると，果房
重も小さくなり，収穫果房の階級比率は，
ＬやＬ未満の割合が多かった。

４．実際の作業の流れ

４-１．花穂伸長

展葉 5枚時に，その時点で確認でき
る花穂すべてにジベレリンを散布する。
散布濃度については，圃場や気象の条
件により，5ppmでは花穂が伸びすぎて
しまう場合もあるため，3ppmを基本と
する。
花穂伸長処理をスピードスプレヤーや

動力噴霧器などで棚面全体に行うと，翌
年に不発芽や着穂不良が発生する恐れ
があるため，ハンドスプレーや蓄圧式の
肩掛け散布機により花穂を中心に散布
し，新梢には飛散しないように注意する。

４-２．花穂整形

圃場内で開花が確認出来たら，4～
4.5㎝程度の支梗を残し花穂整形する。
上部支梗を利用する場合，より良い形状
の果房を選択できるようにするため，花
穂整形時に二つの支梗を残す。
残した支梗は，第 1回目のジベレリン
処理時に，形状の悪い支梗や上向きの
支梗を切除する。二つ残しておくと，ジ
ベレリン処理がやりにくい上，着果過多
となり，樹の衰弱につながるため，遅く
とも摘粒時には花穂を整理する。

４-３．第 1回目ジベレリン処理

すべての花蕾が咲ききった花穂の割合
（満開花穂率）が 50 ～ 80％となった
とき，すべての花穂に第 1回目ジベレリ
ン処理を行う。圃場を巡回し開花状況
を確認しながらGA処理する手間もなく，
第 1回目GA処理が一日で終わるため，
作業時間は大きく削減される。また，摘
粒不要果房も増えるため，繁忙期の作

業軽減が可能となる。

４-４．摘粒

上部支梗利用では，主穂先端を利用
した場合と比べて，着粒数が少ないた
め，上向きや下向き，内向きなどの粒を
数粒切除するだけで，目標粒数（山梨
県では30 ～ 35 粒）となる。粒数が不
足する場合は，多少向きが悪くてもすべ
ての粒を活用する。
花穂伸長を行った場合は，3割程度

が無摘粒で済む上，着粒数が少ないた
め，内向きの粒を抜く程度の軽い摘粒と
する。

５．導入における注意点

短梢剪定では，長梢剪定よりも花穂
が小さくなるため，支梗の長さが足りな
い場合もあるため，短梢剪定への導入
は慎重に行う。
上部支梗を利用した場合，果粒が若
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るため，上部支梗利用の際は，主穂先
端（慣行）よりも，多めに粒を残すよう
にする。
作業性では，棚面から果房までの距
離が短くなるため，ジベレリン処理や袋
かけがやりにくくなる場合がある。なるべ
く下向きの支梗を利用し，花穂伸長を
併用することを推奨する。

おわりに

「シャインマスカット」の生産拡大に
伴い，労力が集中し作業が遅れることで，
品質の低下が懸念される。しかし，これ
らの技術の導入により，花穂整形や摘
粒，GA処理の作業時間を大幅に削減
できることから，作業の遅れが回避でき，

品質の低下を防ぐことが期待される。
また，近年全国的に発生が見られる

「未開花症」は，花穂の主穂先端付近
で発症する場合が多いため，上部支梗
を利用することで，被害の軽減とリスク
分散が可能となる。
本技術の普及により，「シャインマス

カット」の省力化が図られ，さらには果
実品質向上につながり，ブドウ産業がま
すます発展していくことを期待している。
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